
頭部装着型ディスプレイのための歩行時着地衝撃を考慮した
動的フォント変化手法
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概要：近年，さまざまな頭部装着型ディスプレイ (HMD: Head Mounted Display)が開発・発売されてお
り，装着型ディスプレイで表示するためのさまざまな提示情報が作成されている．文字表示に使われる
フォントに着目すると，アプリケーションデザイナは伝えたい雰囲気やこだわりをもとに使用したいフォ
ントを選ぶことになるが，その読みやすさに関しても考慮する必要がある．一方で，著者らの先行研究に
より，HMDを利用している場合は各フォントの見やすさが状況に応じて動的に変化することがわかって
いる．例えば歩行中に単眼 HMDを装着しているような場合，着地の瞬間に衝撃で目とディスプレイの相
対位置関係が上下に振動するため，横棒が細い明朝体などのフォントは見づらくなる．そこで本研究では，
着地の瞬間にのみ着地衝撃に強いフォントに切り替えたり，マスキングパターンを表示して着地時に文字
を読ませないようにすることで，歩行時の文字の読みにくさを軽減する手法を提案する．提案方式を可読
性と精神的負荷の観点から評価した結果，HMDの振動時に揺れに強いフォントに動的に切り替えること
で，文字の読みにくさと精神的負荷が軽減されることがわかった．また，着地時にマスキングパターンを
表示し，HMD振動中に視覚マスキングを行った場合，可読性や精神的負荷は改善しなかった．

1. はじめに
近年，さまざまな頭部装着型ディスプレイ (HMD: Head

Mounted Display)が発売されるようになり，コンテンツ
デザイナやアプリケーションデザイナも，HMDでの表示
を意識した提示情報を作成するようになってきた．ここ
で，特に文字情報の提示に使われるフォントに着目すると，
フォントの違いはそれぞれ伝わるイメージの違いになるた
め，デザイナは与えたい印象やこだわりをもとに，フォン
トを選択している．例えば日本語では，図 1に示すように
フォントの書体は大まかに明朝体とゴシック体に分かれて
おり，それぞれさまざまなバリエーションが存在している．
一般的なイメージとしては，明朝体は高い信頼性を表現し
たい場合に使われ，ゴシック体は親しみやすさや力強さを
表現したい場合に使われることが多い．
一方で，筆者らの先行研究 [1]より，HMDを利用して

いる場合，一般的な環境におけるフォントの読みやすさ特
性と HMDでの読みやすさ特性は異なること，また，フォ
ントの読みやすさはその状況次第で動的に変化することを
明らかにした．例えば，図 2左に示すユニバーサルデザイ
ンフォント (UDゴシックや UD明朝等)は，濁点や半濁点
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図 1 明朝体とゴシック体

が大きくかつ文字に提供されたエリア (仮想ボディ)に対
して字が実際描かれるエリア (字面枠)が大きく読みやす
いため，日常的に印刷物に広く使われているが，歩行時に
HMDで見る場合には他のフォントに可視性で劣る可能性
があった．これは，HMDは歩行時の着地振動によって，
目とディスプレイの相対位置関係が上下に振動するため，
UDフォントは振動により隙間がつぶれてしまい見にくい
ためだと示唆された．また，この見にくさは着地の瞬間に
しか起こらないため，振動がないときには UDフォントが
見やすく，着地振動があるときには UDフォント以外が見
やすい，といったように，刻々と変わる状況に応じて見や
すいフォントは変化する．このような状況はこれまでには
想定されていなかったが，さまざまなウェアラブルデバイ
スが普及し，ウェアラブルデバイスから情報を得ながら生
活することが当たり前になる世界でユーザに伝わりやすい
情報提示を考える上で考慮すべき重要な課題である．
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図 2 UD フォントの特徴

そこで本研究では，着地衝撃によって目と HMDの相対
位置関係が振動しているときのみフォントを振動に強いも
のに置き換え，それ以外ではデザイナの使いたいフォント
を自由に使わせることで，デザインの自由度と読みやすさ
を両立する仕組みを提案する．
以下，2章では関連研究について述べ，3章では提案手

法について説明する．4章で提案手法を評価し，最後に 5

章で本研究をまとめる．

2. 関連研究
2.1 HMD上での情報提示手法
HMDはスマートフォンやデスクトップ PCと利用環境

が異なる．例えば，HMDを使用する際に歩行しながらメー
ルの確認やニュースの閲覧，走行しながら心拍数の確認
など，並列にタスクを行う場面が多々存在する．そのた
め，HMD上の情報を効率的に取得するための情報提示に
ついて様々な研究が行われている．Chuaらは，あるタス
クにとりかかりながら，HMD上での情報を取得する際の
最も適した情報の提示位置を調査した [2]．この研究では，
HMD上の右中央に情報を提示すると，ユーザの満足度が
高く，また情報を取得しやすくなることがわかった．Rufat

らは，ユーザの行動とタスクを考慮したスマートグラス上
での適切な情報提示手法を調査した [3]．この研究では，ス
マートグラス上の右上に情報を提示した際に主観的な負
荷がかかり，提示された情報の理解度も減少することがわ
かった．また，情報提示方法に 1単語ずつ表示する高速逐
次視覚提示 (RSVP: Rapid Serial Visual Presentation)[4]，
スクロール表示などがあるが，着座時に RSVPを用いるこ
とで提示される情報に対する理解度が上がり，また歩行時
にスクロール表示を用いることで理解度が上がることがわ
かった．HMD上の情報を取得する際，ディスプレイを注
視できる度合いは周囲の環境によって異なる．例えば，静
止時は HMDを注視できる一方，歩行時や階段昇降時は周
囲に注意を払いながら，HMD上の情報を閲覧しなければ
ならないため，注視時間は短くなり，十分な情報を得られ
にくい．そこで，中尾らはユーザの周囲の環境に応じて情
報提示の方法を切り替える試みを行った [5]．この手法を

用いることで，ユーザの情報の見逃しを減らせることがわ
かった．光学式シースルー型 HMDを使用する際，ユーザ
の視界に重ねて情報を提示することが可能になる一方で，
HMDの背景が明るすぎたり，明暗が大きく変化する場合
に提示された情報を取得しづらくなる．そこで，田中らは
広角カメラを用いて取得した HMDの背景画像を評価し，
情報の提示に適した領域を決定する試みを行った [6]．この
研究では，HMDの背景にあわせて情報の提示に適した領
域を決定することで，ユーザが情報を見逃しにくくなるこ
とがわかった．また，冨士原らは，表示情報の色を HMD

の背景色の反対色に切り替える試みを行い，視認性を向上
させた [7]．
このように，ユーザの状況や行動，周辺の環境に応じた

HMD上での情報提示に関する研究は多く行われている．
本研究ではフォントの観点から情報提示を考えているが，
フォントの特性を考慮した状況依存の情報提示手法はこれ
までほとんど行われていない．また，提案手法は上記のほ
とんどの手法と組み合わせて利用可能であり，情報の読み
やすさを向上させられる．

2.2 表示の安定化
歩行等による身体の動きが影響する表示の見にくさを改

善しようという取組みもいくつか存在するが，これは主に
ウェアラブルプロジェクタに関するものである．例えば，
太田らはウェアラブルプロジェクタを装着した場合の歩行
中と静止中の投影映像の見やすさの違いを調査し，状況に
合わせてプロジェクタの提示を切り替える手法を提案して
いる [8]．多治見ら [9]や村田ら [10]らは，ウェアラブルプ
ロジェクタの大きな振動をある程度キャンセルすることで
情報提示が見やすくなることを示している．一方で，これ
らの研究がターゲットとしているのは，歩行による大きな
動きが投影映像に与える影響をどうキャンセルするか，で
あって，このような大まかな関係変化は HMDと人間の目
の間では起こらない．また，本研究でターゲットとするよ
うな着地振動のような細かな振動はキャンセルすることは
難しいとも報告されている [9]．提案手法が想定する状況
を物理的な振動キャンセルで解決する手法は筆者らの知る
限りこれまで存在せず，一方で，前節でも述べたように，
提案手法は既存のほぼすべての安定化手法とも共存可能で
ある．

2.3 フォントに関する研究
文字の書体データであるフォントは文字情報提示におい

てイメージ伝達，視認性の向上などの様々な役割を担う重
要な要素である．Pamelaらは，フォントによって伝える
印象は異なることを確認し，ロゴを作成する際に使用す
るフォントの選択に役立つガイドラインを作成した [11]．
Mansfieldらは，文章を読む際のフォント選択の影響を調



査した [12]．MNREAD チャートを用いて，2つの書体 (セ
リフ体とサンセリフ体) の可読性を比較し，フォントの選
択が可読性に影響を与えることがわかった．フォントは伝
えるイメージ，可読性などに大きな影響を及ぼし，広告や
看板，製品ロゴなどを作成するうえで無視できない存在で
ある．一般的なフォントは晴眼者を考慮してデザインされ
ているが，視覚障害者を考慮したフォントの開発は必要で
ある．中野らは，株式会社モリサワが作成した視覚障害者
用の UDフォントの評価を行った [13]．実験の結果から，
UDフォントは他のフォントに比べて可読性，可視性とも
に優れていることがわかった．さらに，文字間の距離や字
面を考慮した APHont [14]や Tiresias など，視覚障害者に
優しいフォントが多く開発されている．加齢黄斑変性の患
者は文章を構成している単語を正確に認識しづらい．そ
のため，Bernardらは加齢黄斑変性患者のためのフォント
Eido の開発と評価を行った [15]．Eido を使用することで，
加齢黄斑変性患者の文字の誤認識を減らせることがわかっ
た．モバイル端末などの小さな画面に文字情報を表示する
際，情報を取得しづらくなる．そこで，Danielleらは回転
や点滅などのアニメーションと色を組み合わせたフォント
livefonts を開発し，その可視性，習熟度を評価した [16]．
実験結果から，livefonts は他のフォントに比べて視認性が
高いということがわかった．また慣れにより，livefonts は
さらに視認性が上がることがわかった．これらの研究か
ら，デバイスやユーザの特徴を考慮したフォントを使用す
ることは，情報を提示する際に効果的である．しかしなが
ら，筆者らの知る限り，HMDの特徴を考慮したフォント
の開発および評価は行われていなかった．
そこで，筆者らは本研究の先行研究として，HMDに適

したフォントを調査する実験を行った [1]．本研究は，この
実験によって得られた成果を活用し，歩行中でも読みやす
くかつデザイナの意図したデザインを維持する仕組みを確
立することを狙っている．

3. 提案手法の設計と実装
本研究では，歩行中に HMDに提示された文字情報を読

む環境を想定し，歩行衝撃のタイミングのみフォントを
読みやすいもの変化させる．HMDは図 3に示すように歩
行中に揺れている．特に，着地衝撃のときには慣性により
HMDのディスプレイ部分と目の位置関係が同期せず振動
するものが多いため，ディスプレイ自体が上下に細かく揺
れているように感じてしまう．筆者らの先行研究 [1]では
このような状況において，図 4に示すさまざまなフォント
に対して，読みやすさの評価を行った．その結果，明朝体
においては，横線が細すぎる場合は上下の揺れによってそ
の横線が見えにくくなり，横線が太すぎる場合はスペース
がつぶれてしまうためそれぞれ可読性が落ちることがわ
かった．縦線に関しては静止時・歩行時ともに太い方が望
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(a) 株式会社テレパシージャパン TelepathyWalker
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(b) Vusix 社 M100 Smart Glasses

図 3 歩行中の HMD の加速度値
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図 4 読みやすさの評価に用いたフォント

ましく，また，ユニバーサルデザインフォントである UD

新ゴシックは，画面揺れに弱く，画面が揺れていないとき
はもっとも見やすいが，着地衝撃の際の読みやすさの悪化
が大きいことがわかった (詳細は文献 [1]を参照のこと)．
提案手法ではこの調査結果をもとに，動的にフォントを切
り替える．
提案システムの動作を説明する．システムは HMDに内

蔵された加速度センサのうち，重力方向の値を用いて閾値
により着地衝撃を認識する．そこから，着地衝撃によって
目と HMDのディスプレイ部分の相対位置関係が振動して
いる間，フォントを読みやすいものもしくはマスキングの
ための図形に入れ替え，位置関係の振動が終わったら元に
戻す．例えば，図 5に示すように，振動していない間は図
左の細い横棒のフォントを用い，着地衝撃の影響がある間
のみ図右の横棒が太いフォントを使う．
着地衝撃の認識に用いる閾値の設定については，システ

ムを利用する被験者は利用前にまず 5歩歩いてもらい，そ
の際の加速度データにおいて，もっとも小さかった着地衝
撃時の値を閾値として用いた．また，フォント入れ替え状
態から通常状態に戻すまでの時間を決定するために，目と
HMDの位置関係を計測するシステムを別途作成した．処
理の流れを図 6に示す．計測では，薄型カメラを取り付け



図 5 切り替えるフォントの例
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図 6 目と HMD の相対位置の計測方法

た眼帯を右目につけた状態で右目用 HMDを着用して歩行
させる．薄型カメラは右目の眼球部付近に位置し，歩行時
の HMDのディスプレイ部の動画を撮影し，ユーザから見
た HMDの相対位置を記録する．ディスプレイ部にはマー
カ (バツ印)をつけており，撮影した動画からフレーム毎に
マーカの垂直成分のピクセル座標を取得した．数名の被験
者から得た結果から，一般的な歩行においては相対位置の
振動が起こるのは 150ms程度であったため，フォント入れ
替えの継続時間は 150msと設定した．
上記機能を実現した HMD 用アプリケーションを作成

し，Vuzix社のM100 Smart Glasses(ディスプレイ解像度:

428×240px)上で文字の読みやすさの評価をできるように
した．

4. 評価
提案手法の有効性を評価するための実験を行った．被験

者は Vuzix社のM100 Smart Glassesを装着し，各切り替
えパターンに対して，トレッドミル上を速度 4kmで歩行
しながら HMD上での可読性を評価し，評価直後に歩行を
やめて情報取得の作業負荷度を主観評価した．評価する切
り替えパターンと可読性の評価方法 (実験手順)についは以
降で説明する．作業負荷度の評価は，信頼性の高い評価手
法である，日本語版 NASA-TLX[17]を利用して評価した．
被験者は 20代男性 11名である．実験では，後述する 7パ
ターンの評価をランダムな順序で行った．試行間には 5分
間の休憩を入れている．

4.1 フォントの切り替えパターン
表 1に提案手法で用いるフォントの切り替えパターンを

示す．表中のパターン 1～4はフォントを動的に切り替え
るパターンで，筆者らの先行研究の実験結果に基づいて図
4のうちの 5種類のフォントを選んだ．先行研究の結果か
ら，縦線/横線の太いフォントは揺れに強いことがわかって

表 1 切り替えパターン
パターン 無振動時 振動時
パターン 1 黎ミン B 黎ミン Y40 B

パターン 2 黎ミン Y20 R 黎ミン Y20 H

パターン 3 黎ミン Y20 B MS ゴシック
パターン 4 黎ミン Y20 B •
パターン 5 黎ミン B

パターン 6 黎ミン Y20 R

パターン 7 黎ミン Y20 B

いるので，パターン 1と 2はそれぞれ横線と縦線の太さが
異なるフォントを組み合わせた．パターン 3は書体を切り
替えることによる影響を調査するために，線の太さがほぼ
同じで，書体の異なるフォントを組み合わせた．パターン
4に関して，パターン 1～3はそれぞれ，振動中でも文字が
読めるようにフォントを読みやすいものへと置換している
が，振動中は逆に文字を読ませないように変化を加えた方
がよい可能性がある．これは，我々は眼が静止している間
に視覚情報を取得するためである [18]．そこで，HMDの
振動中に読む必要のない簡易的な図形を表示することで，
可読性を下げずに，揺れる文字がユーザへ与える作業負荷
を軽減できるのではないかと考え，パターン 4を用意した．
パターン 5はパターン 1，パターン 6はパターン 2，パター
ン 7はパターン 3，4のベースラインとするために，それ
ぞれ変化が起こらないものを用意した．

4.2 可読性の評価方法
可読性は文章としての読みやすさを示す．可読性の評価

方法には，主観評価 [19]や視線分析 [20]などがあるが，本
研究では，世界で最も利用され，信頼性も妥当性も高いと評
価されている，ミソネタ大学ロービジョン研究室が開発し
たMNREAD視力チャートの日本語版MNREAD-Jチャー
ト [21]を用いた評価方法を参考にした．まず本評価では，
文字サイズの単位には logMARを用いる．logMARとは
図 7に示すように，視角 (目で見る物体の上端と下端それぞ
れから眼球の中心に引いた 2本の直線が作る角)の常用対
数のことである．文字サイズの単位 ptを用いた logMAR

の計算式を式 (1)に示す．

logMAR = log10 {12×
180

π
× tan−1 (

pt

1908
)} (1)

logMARは測定距離が変化しても相対的な文字の大きさ
は変化しないため，この視力の単位をMNREAD-Jチャー
トでは文字サイズの単位として扱っている．
評価方法としては，まず被験者はディスプレイ上の 1.0log-

MARのサイズの文章を可能な限り早く正確に音読する．
音読終了後，0.1logMAR小さくした異なる文章を音読す
る．被験者は文字サイズの縮小と音読の試行を繰り返す．
文章中の文字を 1 文字でも読むことができれば，さらに
0.1logMAR小さい文章を音読してもらい，1文字も読めな
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図 7 logMAR の説明
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図 8 3 つのパラメタの意味

くなったらそこで終了する．文字サイズごとの音読時間を
記録し，文字サイズごとに読み損じた文字数を調べるため
に音声を録音する．文字サイズごとの音読時間，読み損じ
た文字数から下記の 3項目を算出する．

• 読書視力 (RA: Reading Acuity): 文章として知覚
できる限界の文字サイズ

• 臨界文字サイズ (CPS: Critical Print Size): 最大
速度で読める最小の文字サイズ

• 最大読書速度 (MRS: Maximum Reading Speed):

文字が最適なサイズの場合の読書速度

文字サイズ・読む速度とそれぞれのパラメタの意味を図
8に示す．被験者に，文字サイズの小さいものから順番に
文字を大きくしながら文章を読ませるとすると，最初は小
さすぎて読めず，ある文字サイズ (RA)から文字が読める
ようになる．そこからは文字が大きくなればなるほど読む
速度が上がるが，ある一定の文字サイズ (CPS)以上にな
ると，充分な文字サイズであるため，読む速度は最速とな
りこれ以上は上がらない．このときの読書速度がMRSで
ある．文字サイズがあまりにも大きくなった場合 (1文字
が視界からはみ出るほどの大きさになった場合など)は，
逆に見にくくなって読書速度が落ちることが想定されるが
(図右)，本研究ではそこまで文字サイズを大きくすること
は想定していない．具体的な各値の計算式や読み損じの処
理については，日本語版MNREAD-Jチャート [21]に倣っ
ている．
ここで，表示する文章を意味の通じる文章にすると，人

間の補完能力により推測で読めてしまい，適切な結果が得

図 9 実験に用いた文字列の例
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(a) 読書視力
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(b) 臨界文字サイズ
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(c) 最大読書速度
図 10 可読性

られない可能性がある．そこで，文章はひらがな，カタカ
ナ，漢字からそれぞれ 10文字ずつの意味を成さない 30字
の文章とする．文章の例を図 9に示す．文章に慣れが生じ
ないために，被験者には 1度読んだ文章は 2度と読ませな
いようにした．

4.3 実験結果
図 10，11に実験結果を示す．棒グラフは全被験者の平

均値を示し，エラーバーは標準偏差を示す．

読書視力
図 10(a)に読書視力の結果を示す．読書視力の数値が小

さいほど，小さい文字の文章でも文章として読むことがで
きることを示している．グラフから，パターン 1，2とも
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図 11 作業負荷度

にフォントを切り替えないパターンに比べて良い結果と
なった．これは，揺れに強い特徴である，縦線/横線の太
いフォントを，HMDの振動中に切り替えることで，読め
なかった箇所が読めるようになったからだと考えられる．
パターン 3 に関しては，パターン 7 に比べて悪い結果と
なった．これは，書体を切り替えることで，違和感を感じ
たからだと考えられる．また，もともと黎ミン Y20Bは揺
れても読みやすいフォントであったことも理由のひとつと
考えられる．パターン 4もパターン 7に比べて，悪い結果
となった．原因として，視覚マスキングにおけるターゲッ
ト刺激 (ここでは文字)とマスク刺激 (ここでは •)が短い
時間間隔で近い位置に提示された場合，ターゲット刺激が
マスク刺激によって妨害される現象が生じることがあるた
めだと考えられる．ここで，被験者内 1要因分散分析 (要
因: 切り替えパターン)を行った結果，主効果が有意であっ
た (状態, F(6,76)=6.235, p<.05)．切替パターンの主効果に
おける Ryan法による多重比較の結果，読書視力の大きさ
は，パターン 6>パターン 1，2，3，7，パターン 4，5>パ
ターン 7という結果となった．つまり，もともと揺れに強
いフォントを使っていない場合には提案手法が有効である
と示唆された．また，マスキングのようなパターンは歩行
時の文字を読む際には効果的に働かないという結果であっ
たため，フォントの切り替えという本研究のアプローチが
より優れているといえる．

臨界文字サイズ
図 10(b)に臨界文字サイズの結果を示す．臨界文字サイ

ズの数値が小さいほど，小さい文字サイズの文章を滑らか
に読めることを示している．グラフからパターン 1はフォ
ントを切り替えないパターンに比べて悪い結果となった．
一方，パターン 2はフォントを切り替えないパターンに比
べて良い結果となった．パターン 3はパターン 7に比べて
良い結果となったが，パターン 4に関してはパターン 7と
それほど変わらない結果となった．被験者内 1要因分散分
析 (要因: 切り替えパターン) を行った結果，主効果が有
意であった (状態, F(6,76)=2.623, p<.05)．切替パターンの
主効果における Ryan法による多重比較の結果，臨界文字
サイズは，パターン 6の方がパターン 2，3より大きいと
いう結果となった．つまり，臨界文字サイズに関しても，
フォント切り替えが効果的に働いている場合があることが

わかった．パターン 1と 5の関係が想定と逆である理由は
不明であるが，その差は有意なものではなかった．

最大読書速度
図 10(c)に最大読書サイズの結果を示す．最大読書速度

の数値が大きいほど，臨界文字サイズ以上の文章の読書速
度が速いことを示している．グラフからパターン 1はフォ
ントを切り替えないパターンに比べて良い結果となった．
一方，パターン 2はフォントを切り替えないパターンに比
べて悪い結果となった．パターン 3，4に関して，パター
ン 7に比べて，悪い結果となった．被験者内 1要因分散分
析 (要因: 切り替えパターン) を行った結果，主効果が有
意であった (状態, F(6,76)=3.290, p<.05)．切替パターンの
主効果における Ryan法による多重比較の結果，最大読書
速度は，パターン 4がパターン 6と 7より遅いという結
果となった．つまり，マスキングの手法は最大読書速度に
悪影響を与えるため使わない方がよさそうであることがわ
かった．

作業負荷度
図 11 に作業負荷度の結果を示す．作業負荷度を示す

WWL値は NASA-TLXでのアンケート結果をもとに導出
され，WWL値が小さいほど，ユーザに対する負荷が少な
いことを示している．グラフからパターン 1，2ともにフォ
ントを切り替えないパターンに比べて良い結果となった．
フォントを切り替えることで，揺れても読める箇所が増え
たからだと考えられる．パターン 3はフォントを切り替え
ないパターンに比べて良い結果となった．一方，パターン
4に関して，パターン 7とそれほど変わらない結果となっ
た．被験者内 1要因分散分析 (要因: 切り替えパターン)を
行った結果，主効果が有意であった (状態, F(6,76)=2.623,

p<.05)．切り替えパターンの主効果における Ryan法によ
る多重比較の結果，心理負荷はパターン 4 が他の切替パ
ターンより大きいという結果となった．これは，マスクパ
ターンに置き換えられてしまうことが文字の形自体の大き
な変化を生み，それが負荷となったと考えられる．フォン
トの切り替えについてはそのような負荷増大が起こってい
ないため，提案手法は可読性を上げられる一方，切り替え
のせいで作業負荷が上がるというわけではない．

5. まとめ
本研究では，HMDを装着している環境で生活しながら
文字コンテンツを読むような場合，その可読性は状況に応
じて動的に変化するという筆者らの先行研究の成果をベー
スに，着地の瞬間だけ読みやすいフォントに切り替えるこ
とで，デザインの自由度と読みやすさを両立する手法を提
案した．いくつかの切り替えパターンを用意し，可読性と
作業負荷の観点から評価した．評価結果から，HMDが振
動するタイミングで線が太いフォントに切り替えることで



文字情報を閲覧しやすくなり，文字の上下動によるストレ
スを軽減できることがわかった．また，HMD振動時に図
形を表示することで視覚マスキングをする手法も検討し
たが，心理負荷の観点からも可読性の観点からも現状では
不適切であることがわかった．図形でマスクするのではな
く，空白にするような手法の方が適切な可能性がある．
今後は被験者数やハードウェアのバリエーションを増や

し，提案手法の特性をさらに検証していく予定である．ま
た，他の HMD向け情報提示手法と組み合わせて用いるこ
とで，HMDでの最適な文字情報提示手法についての検討
を進める．
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